
活　動　名
採用活動

（イベント）数

一般社団法人 青森県手をつなぐ育成会 障がいのある方のお金の使い方勉強会 ①～④ 1（4）

一般社団法人 秋田市手をつなぐ育成会 （１）知的障害者の権利擁護事業の支援スタッフ養成セミナー ①～③ 1（3）

特定非営利活動法人 いわきＦＰ・e-らいふ
（１）18歳からのライフプラン！セミナー＆相談会 ①②

（２）シングル・ファイト！セミナー&相談会 ①②
2（4）

一般社団法人 ウーマンライフパートナー 40歳以上のシングル女性が必要なライフプランと終活 1（1）

特定非営利活動法人 おおいた成年後見権利擁護支援センター バトンなんでも相談会　①② 1（2）

特定非営利活動法人 お金で学ぶさんすう
特別支援の中高生向け継続的な金融教育カリキュラムの実施検証

および研究成果発表 ①～⑬　他
1（14）

一般社団法人 患者家計サポート協会 がんカフェセミナー＆相談会　①～⑫ 1（12）

特定非営利活動法人 くらしとお金の学校 高齢期に備える住まいと資産の対策講座　①～④ 1（4）

特定非営利活動法人 暮らしとお金のPro-Lab. 知的に障害がある人たちとその支援者のための金銭教育と金銭管理支援 ①～④ 1（4）

特定非営利活動法人 市民後見センターはままつ
（１）成年後見制度啓発セミナー「親なきあとと成年後見」

（２）「親なきあと」に備える講座 ①～③
2（4）

特定非営利活動法人 消費生活相談員の会さが くらしに役立つ消費生活講座(ネット社会の基本のき) 1（1）

特定非営利活動法人 しょーとてんぱー 知的・発達障がいのある方の生計を支える連続講座 ①～⑤ 1（5）

公益社団法人
全国消費生活相談員協会

北海道支部
お金の使い方と消費者トラブルをめぐる情報交換会 ①～③ 1（3）

一般社団法人 つながりラボ世田谷 知的障害者の親なきあとを深める　①～⑥ 1（6）

特定非営利活動法人 東京都自閉症協会 知的・発達障害者の成年後見に関する勉強会　①～③ 1（3）

（任意団体） 奈良県地域婦人団体連絡協議会 金融学習会 1（1）

公益社団法人
日本消費生活アドバイザー
・コンサルタント・相談員協会
（NACS)

障がい者向けのお金の使い方と消費者問題についての講座 ①～⑥ 1（6）

特定非営利活動法人 ピュアコスモ 発達障害のある子の親なきあとの準備 ①② 1（2）

特定非営利活動法人 ま・るーく ま・るーく相談室　①～⑪ 1（11）

一般社団法人 みえ障害者の親なきあと相談室
（１）オンラインによる障害者の親なきあとテーマ別講演会 ①～⑥

（２）生活にかかわるお金の勉強会 ①②
2（8）

（任意団体） 横浜障害児を守る連絡協議会 弁護士さんから学ぶ成年後見制度研修会 ①～③ 1（3）

合　 　計 24（101）

団　体　名

2024年度　活動助成一覧



活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年 5月13日

特定非営利活動法人
しょーとてんぱー

【知的・発達障がいのある方の
生計を支える連続講座】

知的・発達障害のある方の生計を支える連続講
座「選択肢と体験の場を増やすために」の第１回
目。今回は、発達障害のある方のライフコース
（学齢期から成人期までその傾向と事例）と題し、
鈴木慶太氏が講演しました。教育や障害に対す
るアプローチのあり方、王道の支援法と言われて
いる米国のEACCHとABAについて、子ども及び
大人それぞれの自立・就職に向けた支援につい
て、最後に在宅勤務や短時間勤務など新しい働
き方について話がありました。

2024年 7月 8日

特定非営利活動法人
ま・るーく

【ま・るーく相談室】

障害のある子の暮らしを考える親と支援者たち
のコミュニケーションの場がなかった地域に気軽
に来て話せる場「スタディグループこだま」や「ま・
るーくカフェ」を開催して、子どもを取り巻く支援、
学校、将来、障がいの種別等様々な課題につい
て勉強しています。その他に「親なきあと」につい
て講演会や相談会を開催するなど活動を広げて
います。相談会の講師は地元の行政書士及び社
労士の方々で、具体的なアドバイスにより、実際
に成年後見制度の手続きを行った相談者もいま
した。

２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】



活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年 7月20日

一般社団法人
みえ障害者の親なきあと相談室

【生活にかかわるお金の勉強
会】

障がいのある子どもたちの生活にかかわるお
金の使い方について、障がい者ご本人向けに
ロールプレ－ニング型の勉強会を開催しました。
先に節約できないお金として、家賃、食費、光熱
費、衣料費、税金、社会保険料、医療費等がある
ことや失業・病気・老後など生活上のリスクに対し
て生活保障を行う社会保険料制度について。ま
た税金が道路整備、ごみ収集、警察・消防、教育
等に使用されていることと上手なお金の使い方も
学びました。その後、携帯コインホルダーに1,000
円分の硬貨を入れて電卓を使用しながら買い物
のデモストレーションを行いました。

2024年 7月22日

一般社団法人

つながりラボ世田谷

【知的障害者の親なきあとを深
める】
 

1981年（昭和56年）に世田谷区に入所し、生活
保護ケースワーカーとして高齢福祉・社会福祉協
議会・障害福祉などに長年携わってきた瓜生律
子氏から、世田谷区の概要や介護に関する基礎
知識、健康寿命の延伸と介護予防・重度化防止
について、ご自身の母親の介護の話を絡めなが
らお話を伺いました。世田谷区では令和5年1月
から「世田谷区障害理解の促進と地域共生社会
の現実を目指す条例」が施工されたことや、セン
ター長を務められている世田谷区福祉人材育成・
研修センターのご案内もありました。

２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年 7月30日

NPO法人
横浜障害児を守る連絡協議会

【弁護士さんから学ぶ成年後見
制度研修会】

弁護士さんから学ぶ成年後見制度研修会第1
弾として「成年後見制度 勉強会」を開催しました。
事前に伺っていた参加者からの質問内容ごとに5
つのグループに分かれて、弁護士から成年後見
制度についての話を聞き、そのあと各参加者から
の質問に弁護士が回答するという形をとりました。
各グループには似たよう内容のな質問者が集
まっているため、弁護士とだけでなく参加者同士
が意見交換したり、各グループに2名参加してい
るケアマネージャーが参加者が弁護士に伝えや
すいように間を取り持ったりしていました。

2024年 8月 3日

特定非営利活動法人
くらしとお金の学校

【高齢期に備える住まいと資産
の対策講座】
 

「高齢期に備える住まいと資産の対策講座」4回
開催の内の第2回目を開催しました。今回のテー
マは「ライフプランにおける介護資金の確保」とし
てファイナンシャルプランナーの村井栄一氏講演
されました。男性は65歳以上になると脳血管疾
患・心疾患・骨折店頭などにより、突然要介護と
なるリスクがあり、年齢とともに介護対象者の比
率は上昇すること。現在の介護をめぐる社会状況
や介護保険の概要、利用時の流れ、介護サービ
スの分類など、介護保険の仕組みと利用に仕方
を利用例をもとに説明。有料浪人ホームに入居
するための資金計画や民間介護保険についても
話がありました。



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年 8月25日
特定非営利活動法人
ピュアコスモ

【発達障害のある子の親なきあ
との準備】

「発達障害のある子の親なきあとの準備」と題し、
発達障害のある子の保護者を対象に、ファイナン
シャル・プランナーの住山志津枝氏を迎えて、本

人に対する金銭管理教育をどのように学ばせる
かについてキャッシュレス決済を含めた家計管理
に関するセミナーを開催しました。学校の算数と
生活の算数の違いや数の数え方とお金の使い方、
こづかいのやりくり、1か月のお金の管理とやりく
り、1年を超えるお金の管理とやりくり、キャッシュ
レス決済も含めたお金の管理のコツ、そして教育、
福祉、医療の連携とバランスが大切であることを
講演していただきました。

2024年 9月12日

一般社団法人

みえ障害者の親なきあと相談室

【オンラインによる障害者の親な
きあとテーマ別講演会】
 

会場参加とオンラインによる障害者の親なきあ
とのテーマ別講演会で、今回は「障がい者の住ま
いについて～グループホームでの生活を考える
～」と題して、社会福祉法人あゆみの水谷久氏に
講演していただきました。津市の３か所のグルー
プホームでの生活例、生活費や施設概要につい
て具体的に説明がありました。また、障がいのあ
る子の親が前もってしておくべき例として、障害者
扶養共済制度の説明や生活費が無くなった場合
にどうするのか。生活保護と障害年金での生活
費などについてもわかりやすく説明が行われまし
た。



活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年 9月22日

一般社団法人

青森県手をつなぐ育成会

【障がいのある方のお金の使い
方勉強会】

自立支援事業所に通所する会員や通所者（本
人）を対象とした「障害のある方のお金の使い方
勉強会」で①お金の大切さをなぜ勉強するのか
②優先することは暮らしていくこと ③収入と支出
のバランスを考える ④ほしいものと必要なものの
違い ⑤もしものための貯金とは について講師の
吉田慎二氏から説明がありました。オンライン参
加者は、事業所をZoomで接続し、事業所（県内
13か所と接続）に通所して
いる人が参加しました。

2024年10月 5日

一般社団法人

ウーマンライフパートナー

【40歳以上のシングル女性が必
要なライフプランと終活】
 

40歳以上のシングル女性が必要なライフプラ
ンと終活をテーマに、シングル女性のためのライ
フプランと「もしも」のときの準備セミナー＆ミニ相
談会を開催しました。
前半のセミナーは、将来のお金の見える化で不
安を安心に変えられるように、計画の時期、必要
なお金、変化するお金等を把握する人生設計に
ついて、後半のセミナーは、「もしもの準備、何か
ら始める？」をテーマに遺言書等について講演が
ありました。これからの自身のライフプランを考え
る女性にとって、公的保険の種類を知り、キャッ
シュフローを作成する意味やキャッシュフローか
ら自身の生活面の問題点な
どを知る機会となりました。

２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年10月12日

特定非営利活動法人
市民後見センターはままつ

【成年後見制度啓発セミナー
「親なきあとと成年後見」】

書籍「障がいのある子が親亡き後に困らないた
めに今できること」を共著された鹿野佐代子氏と
明石久美氏を講師に迎えて、1部は「子どものた
めに遺すお金はいくら必要か？」等、福祉のプロ
が伝える対策（鹿野氏）、2部は「これから起こる
かもしれないこと・起こること」等「親亡き後」のた
めの準備と対策について講演をしていただきまし
た。主催団体は任意後見・死後事務委任の取り
組みを積極的に展開しており、地元の遠州信用
金庫と連携し、相続対策定期預金「きずな」を開
発しています。

2024年10月19日

特定非営利活動法人

お金で学ぶさんすう

【特別支援の中高生向け継続的
な金融教育カリキュラムの実施
検証および研究成果発表】 

今回の知的障害者（放課後等デイサービス利
用者）の自立支援に向けた金融教育講座の全14
回中の10回目の講座です。前回までの買い物～
食事の調理の振り返り、その後調理の際に余っ
た材料を使ってどんな料理をどのくらいの価格で
作れるかを参加者全員が発表し、関連して調理
の際にかかった電気代の計算後、その電気代の
支払い方法（クレジットカード等）の違いについて
勉強しました。クレジットカードの注意点や消費者
トラブルについて、講師が詐欺被害にあった体験
談を語りながら、詐欺被害例とその対処方法を
シュミレーションしながら注意喚起をしました。



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年10月26日

特定非営利活動法人

東京都自閉症協会

【知的・発達障害者の成年後見
に関する勉強会】

知的・発達障害者の成年後見に関する4部構成
の勉強会を開催。1部は古野晋一郎氏、2部は田
畑昭江氏がご自身がお子さんの後見人に指名さ
れて、事務の煩雑さやこうしておいた方が良いこ
となどを経験から報告されました。3部は平井有
希子氏が知的障がいのある子の母親が社会福
祉協議会に相談して、申立人を協議会を通して
公募したことなどを報告。4部の渡部伸氏はなる
べき後見人を使いたくない場合に何をしておくべ
きか。早めに後見制度を使いたい場合について、
メリット・デメリット等を講演しました。

2024年10月30日

公益社団法人

日本消費生活アドバイザー・コ
ンサルタント・相談員協会
（NACS)

【障がい者向けのお金の使い方
と消費者問題についての講座 
＠つわぶき会】
 

「ひとり暮らし 生活とお金」と題して、消費生活
アドバイザーの田村富美氏と中村郁子氏、ICT
ファシリテーターの坂下直生氏が知的障害のある
子どもたち（10代）に対して、現在の生活スケ
ジュールの確認から始まり、生きていくには何が
必要なのか等ひとり暮らしを始めるために考えな
ければならないことについて講座を開催しました。
子どもたちのペースに合わせ、子どもたちの回
答を否定せず、大いに褒めて、自分で考えること、
自身言葉で話すこと、判断することができるように
すること、楽しんで参加できることに重きを置いた
講座でした。



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年11月 2日
公益社団法人
全国消費生活相談員協会

【お金の使い方と消費者トラブ
ルをめぐる情報交換会】

消費者トラブルが起こる背景や着目すべき観点
について、テーマ性を持って活動する団体との情
報交換を行い、消費者被害防止や相談対応の充
実につなげる活動を行っています。

今回は、道内のこども食堂ネットワーク化を促
進する「こども食堂北海道ネットワーク」とひとり親
家庭への学習支援と食支援を行うこども食堂を
運営している「麻生キッチンりあん」の代表者を招
き、会員とオンラインでつないで情報交換を実施
し、団体と情報交換を行うことで消費者被害防止
や相談対応の充実につなげようとしています。

2024年11月20日

特定非営利活動法人

市民後見センターはままつ

【「親なきあと」に備える講座】
 

「親なきあと」に備えるをテーマに、第1部は障害
者就業・生活支援センターだんだんセンター長

加藤陽一氏が「浜松市における障がい者の住ま
いと就労」と題して、障害者就業・生活支援セン
ターや福祉就労と一般就労について、また障が
いのある方への就労支援と住まいについて講演
されました。第2部では、社会保険労務士斎藤直

希氏が「障害年金の基礎知識」と題して障害年金
制度や障害年金を請求するための手続き、そし
て障害年金の請求後について、詳細な説明があ
りました。



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年11月23日

一般社団法人

秋田市手をつなぐ育成会

【知的障害者の権利擁護事業
の支援スタッフ養成セミナー】

成年後見支援スタッフ養成セミナー全３回の2
回目。午前午後の2部構成で、第1部（午前）は、
秋田市権利擁護センター長の永田泉氏から、①
成年後見対象者の理解、②地域連携ネットワー
クと関係機関の役割についての講義、第2部（午
後）は、社会福祉士の佐藤光子氏から「傾聴とコ
ミュニケーションについて理解する」についての講
義とグループ演習が実施された。
参加者の多くは昨年度のセミナーの経験者であ
り、成年後見に関する基礎知識を習得しているよ
うであった。

2024年11月26日

特定非営利活動法人

消費生活相談員の会さが

【くらしに役立つ消費生活講座
(ネット社会の基本のき)】
 

「くらしに役立つ消費生活講座 ネット社会の基
本のき」と題して、特定非営利活動法人 ITサポー
トさが 理事長陣内 誠氏が講演されました。
①知っておきたいデジタル社会、②ダークパ
ターンに騙されない！、③大問題！SNSを通じた
詐欺被害急増中、④ニセ電話詐欺の新手口と闇
バイト、⑤インターネット購入の被害の項目ごとに、
実例を交えながら注意を呼びかけ、ネットは危険
と背中合わせのため、危険を察知して自分を守る
技術を身につけ、困ったときは警察や消費生活セ
ンターへ相談することを周知していました。



２０２４年度 金融相談等活動助成事業【活動紹介】

活動実施日
団体名
【活動名】

活動内容及び活動模様

2024年11月29日

一般社団法人

患者家計サポート協会

【がんカフェセミナー＆相談会】

第1部は、千葉市保健福祉局健康福祉部健康
推進課主任保健師奧村佳子氏から千葉市のア

プアランスケア支援事業（がん患者アプアランス
ケア支援事業）、のご紹介があり、第2部は、千葉
市立海浜病院 がん化学療法看護認定看護師 吉
田奈帆氏からアピアランスケア等「当院の患者支
援の取り組み」について説明がありました。第3部
は、資生堂ジャパン株式会社 藤井絵里氏、橋爪
雅子氏の両氏によるがん患者のためのメイクセミ
ナーが開催され、第4部では、当会の中島静華氏
から「知れば安心、制度とお金」と題して、がんに
なった時に利用できる資源（社会保険の高額医
療制度等）について、また必要な制度やお金の情
報を得ることで、「お金を守れる」可能性があると
説明がありました。

2024年12月12日

特定非営利活動法人

暮らしとお金のPro-Lab.

【知的に障害がある人たちとそ
の支援者のための金銭教育と
金銭管理支援】
 

知的に障害がある人たちとその支援者のため
の金銭教育と金銭管理支援と題して、会の代表
でFP及び消費生活専門相談員の尾関さゆり氏は
「高齢保護者と障害者世帯の金銭管理」、FPで消

費生活アドバイザーの池谷てる代氏は「身元保
証について」、三重県金融広報委員会 金融広報
アドバイザーの中部絵美氏からは「最近の悪徳
商法、詐欺などの被害について」説明があった。

早いうちから財産目録等準備を行い備えること
や悪徳商法や詐欺への注意喚起がされました。
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活動実施日
団体名
【活動名】
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2025年 1月 5日

特定非営利活動法人

いわきＦＰ・e-らいふ

【18歳からのライフプラン！セミ
ナー＆相談会】

いわき育英舎は、ネグレスト（育児放棄）によっ
て施設に預けられている幼児、児童、学生（1歳
～18歳）が生活する児童養護施設で、参加者は
いわき育英舎で高校卒業まで在籍し、各地の大
学に進学している男子3名（大学1年～3年）でした。
講師はエイブルネットワークいわき店運営の三
本木 大氏と薄葉 岳氏が担当され、大学卒業後
に社会人となることにより、自立した生活をするた
めの「住」である賃貸物件の探し方等のノウハウ
及び社会人として必要となるビジネスマナーの基
本についての講で、必要となる知識を習得させる
とともに、学生生活における悩みの相談を行うも
ので、独創性が高いセミナーでした。

2025年 1月11日

特定非営利活動法人

おおいた成年後見権利擁護支
援センター

【バトンなんでも相談会】
 

開催した「なんでも相談会」は、事前に受付けた
相談内容により弁護士、税理士、社会保険労務
士、司法書士、行政書士、看護師、消費生活相
談員、認知症相談員が対応する、士業が金融、
相続、法律、福祉などに対応するというものを金
融・福祉関連のセミナーの同時開催とたイベント
でした。会場は大分みらい信用金庫の旧府内中
央支店として営業していたものを相談カウンター
設置店舗に変更したもので、非営業日の土曜日
に相談ブース、相談カウンターを利用して「なんで
も相談会」を開催し、ロビーを利用してセミナーを
開催しました。
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活動実施日
団体名
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活動内容及び活動模様

2025年 1月25日
奈良県地域婦人団体連絡協議
会

【金融学習会】

奈良県地域婦人団体連絡協議会の会員を中心
に60～80代の女性約35名が参加されました。高
齢者の終活に向けた準備という内容で、地元の
大淀越部郵便局長（AFP、終活アドバイザー）が
講師をされ、サブ講師に阪本郵便局長 西田和
弘氏が担当され、終活に向けた取り組や生命保
険金の効果について講演をされました。
辻本眞宏町長の祝辞では、大淀町の名所、名

産品等の紹介、松本昌也教育部長の祝辞では、
高齢化社会における金融リテラシーの習得の重
要性を説明されていました。

2025年 2月 9日

特定非営利活動法人

いわきＦＰ・e-らいふ

【シングル・ファイト！セミナー&
相談会】
 

当団体は、いい人生のためのアドバイスとプラ
ンニングができる人生を楽しみ、美しい暮らし方、
美味しく健康に食べるための『家計経済』を全て
の人にわかりやすく提案するために2005年に設
立されました。今回はシングルマザー＆ファー
ザーを対象とした相談会を郡山商工会議所の会
議室で実施しました。相談者からは教育費などの
相談が多く、そうした方々には特定非営利活動法
人しんぐるまざあず・ふぉーらむが発行する「教育
サポートブック」をもとに、自治体が取り組んでい
る就学援助制度や大学等の貸付型奨学金や返
済不要の企業や民間団体の給付型奨学金等を
使用するメリット・デメリットを団体のファイナン
シャルプランナーの方々がアドバイスしています。
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